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第5回国際法華経学会報告

報告者三輪是法

（火） まで、 ドイツ・マールブルク大学で、第5平成14年(2002) 5月4日 （土）から7日 （火） まで、 ドイツ・マールブルクフ

回国際法華経学会が開催された。プログラム・日程・参加者は以下の通りである。

5月4日 （土）

9：30ホテルロビー集合

10:30マールブルク見学

15:00～17:00 オープニング・セッション

挨拶

マイケル・パーイマールブルク大学宗教学部

ハインリッヒ・メンクハウス 日本研究センター所長

マーク・ ミュンツェル比較文化研究所所長

基調講演

ミヒャエル・ハーンマールブルク大学「インド学における法華経」

マイケル・パーイマールブルク大学「法華経研究の道程」

17:30休憩

18:30マールブルク宗教博物館および仏教特別展示室見学

20：00会食・懇談会

5月5日 （日）

会場：マールブルク大学・宗教学研究所セミナールーム

9：30～ll:00

部会テーマ「法華経の原典研究、物語としての法華経」

進行マイケル・パーイ

三友健容立正大学

「新発見・東京大学図書館所蔵『法華経集験記』写本について」

望月海慧身延山大学

「インド仏教において法華経はどのように読まれたのか」

三輪是法身延山大学

「物語としての法華経」








